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シーニック・クルーズ招請 FAM ツアーを実施 

～小型ラグジュアリー船による北海道周遊クルーズの実現に向けて～ 
 

 
 北海道クルーズ振興協議会は、小型ラグジュアリー船による北海道周遊クルーズの造成と
道内港への寄港促進に向け、オーシャン・リバークルーズ、ランドツアーを展開する Scenic 
Group の商品開発責任者、ダニエラ・カストロ氏を招請し、2026 年 10 月 6 日（火）から 11
日（日）まで、道内各地を巡る FAM ツアーを実施しました。 
 

今回の FAM ツアーでは、釧路、根室、稚内、小樽、白老、苫小牧周辺を訪れ、港湾施設を
はじめ、各地域の自然、歴史・文化、食など、寄港地観光の素材となる多彩な地域資源を視
察しました。各地域では、関係者から観光資源の特徴やクルーズ客の受入環境について説明
を受け、北海道周遊クルーズの商品造成に向けて意見を交わしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
根室では、春国岱、花咲港、納沙布岬、金刀比羅神社などを訪問しました。春国岱では、

地域関係者から自然環境について説明を受け、根室ならではの自然を生かした観光プログラ
ムについて理解を深めました。 

稚内では、稚内港、北防波堤ドーム、宗谷岬、宗谷丘陵などを視察しました。日本最北の
地ならではの自然景観や歴史を生かした観光プログラムについて説明を受けるとともに、地
域関係者と意見を交わしました。 

小樽では、小樽港に加え、歴史的な街並み、ワイナリー、酒蔵などを視察しました。港か
ら市街地へのアクセスや、歴史・文化、食を組み合わせた寄港地観光の展開について理解を
深めました。 
 ダニエラ・カストロ氏からは、「2029 年の配船計画を今後策定する上で、今回の視察は大
変有意義であった」とのコメントがありました。 
 
 今回の FAM ツアーを通じて、北海道各地が有する港湾・観光資源を現地で紹介するととも
に、今後の商品造成に向けた具体的な検討材料を提供することができました。 
 北海道クルーズ振興協議会では、今回の視察結果を今後の誘致活動に活用し、関係自治体
や港湾関係者等と連携しながら、北海道周遊クルーズの商品造成と道内港への寄港実現に向
けて、引き続き取り組んでまいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【根室】春国岱で、地域の自然環境に

ついて説明を受けている様子 

【稚内】北防波堤ドームの歴史や建設

の経緯について説明を受けている様子 
【小樽】小樽運河周辺で小樽の歴史的

な街並みを視察する様子 


